
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

「京教図書館ニュース」は小寺正一図書館長の時の

2000 年 10 月号が創刊であり、その後毎月１号ずつ発

行されてきた。2001 年 2 月号（第 5 号）より異なる執筆

者が交替でお薦めの本を紹介するコーナー「私のすすめ

るこの１冊」が始まり、さらに寺田光世館長の2003年11

月号（第 38 号）からは『京都教育大学紀要』に掲載され

た論文を執筆者が紹介する欄「論のくちび理のむすび」

が新設され、両者を柱としながら毎月の図書館の催しな

ど最新情報を発信する月刊紙として継続し、今号でめで

たく 300 号に到達した。 

ちなみに 100 号を迎えたのは 2009 年 1 月号（位藤

紀美子館長）、200 号は 2017 年 5 月号（村上登司文

館長）である。後者の時には 200 号を記念して『京教大

50 人の先生が選んだ“私のすすめるこの１冊”』という小

冊子が刊行された。 

「図書館ニュース」は紙媒体での発行を続けているが、

バックナンバーの一部は図書館ホームページからも閲覧

可能で、現時点では 2004 年５月号（第 44 号）以降の

すべての号を読むことができる（図書館 HP→出版物・ニ

ュース→京教図書館 news）。むろん最新号もただちに

掲載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この原稿を書いている今、三浦しをん原作のドラマ

「舟を編む」が NHK テレビで放映中（全 10 話、2024

年 2～4 月放送の再放送）で欠かさず見ている。これは

中型国語辞書作りに打ち込む編集者たちの物語だが、

その第６話は今どき紙の辞書は売れないからデジタルの

みでよいと主張する社長に対して、紙での刊行を死守し

ようと編集部が奮闘するストーリーであり、印象深かっ

た。但しこれは 2011 年に出版された原作にはない場面

だ。 

デジタルか紙か――本紙創刊から 300 号までの 25

年間での図書館をめぐる大きな変化もまさにその点にあ

る。国立大学図書館協会の「ビジョン 2025」には「学術

情報資源のデジタル化」を謳うが、一方で「デジタル・非

デジタルを問わず、知識、情報、データへの障壁なきアク

セスを可能」にする「社会における知識基盤」を図書館の

基本理念としている。デジタルか紙か、ではなく、デジタ

ルも紙も、である。 

「京教図書館ニュース」もいわばその理念を体現する

情報媒体として、これからも発行してゆきたい。デジタル

でも紙でも、お好みの媒体でひき続きご愛読いただけれ

ば幸いである。 

 

 

 

2025 年 9 月号 No.300 

デジタルか紙か？ デジタルも紙も？ 

―― 図書館ニュース第 300 号に寄せて ―― 

図書館長 谷口 匡 

 
第３００号 

記念特集号！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

  

記念すべき「図書館ニュース 300 号」発行！ 

２０００年１０月に第１号を発行した図書館ニュースですが、２００９年 1 月発

行の第 100 号、2017 年 5 月発行の第 200 号を経て、ついに 300 号

を迎えました！創刊当初は図書館からのお知らせのみでしたが、2001年

2 月発行の第 5 号から「私のすすめるこの１冊」の連載がはじまり、2003

年１１月発行の第 38 号からは「論のくちび理のむすび」の連載もはじまり

ました。どちらも現在まで続く図書館ニュースの２大連載記事です。 

図書館ニュースはこれからも２大連載記事とともに、図書館の最新情報を

お届けします！紙でも図書館 HP 上でもご覧いただけますので、引き続

きご愛読ください！ 

図書館ニュース第１号 

※推薦者の所属等は当時の所属です 



 
  



 
  

  

「京教大の先生が選んだ”私のすすめるこの１冊”」を

展示！ 

図書館ニュース 300 号発行を記念して、「京教大の先生が選んだ 

”私のすすめるこの１冊”」を展示しています！今まで先生方が紹介 

してくださった1冊の中から、現在も本学に在籍されている先生方が 

紹介された 16 冊をピックアップして展示中です。 紹介された本と 

ともに紹介文も展示しています。 

紹介文を読んで本を選ぶもよし、本を読んで紹介文を読むもよし、 

ぜひ本を読むきっかけにしてください！ 



 
  

附属図書館 OPAC  

URL：https://tosho2.kyokyo-u.ac.jp/webopac/cattab.do 

（リポジトリ検索タブから検索可能です。） 

※著者の所属等は当時の所属です 

附属図書館 OPAC 

「論のくちび理のむすび」とは、本学の先生方が書かれた論文を、 

執筆者の先生ご本人に紹介していただく連載記事です。主に本

学紀要に投稿された論文を紹介していただいています。本学紀要は一

部を除いて、附属図書館 OPAC から本文を閲覧することができます。

興味を持たれた方はぜひ論文の本文もご覧ください。 

今回は 300 号を記念して、201 号掲載分から本号までの一覧をご紹

介します！ 



 
  
  



 

教育資料館 まなびの森ミュージアム 

https://www.kyokyo-u.ac.jp/museum/ 

教育資料館 まなびの森ミュージアム 

 

    

 

  
    

  

 

 

 

 

 
 
 

  

 
 
  

 児童書コーナー（南館 1 階） 

※児童書コーナーに 

かわいいカードが 

飾られています。 

ぜひ見に来てくだ 

さい。 

 

 

 

今月の絵本カード（学生作） 

『おばけのてんぷら』 

作・絵：せな けいこ 

出版社：ポプラ社 

「新着電子 BOOK」のポスターを掲示 

します 

新たに購入した電子書籍のポスターを、「新着図書コー

ナー」横で展示しています。 

各ポスター下側にある QR 

コードは切り離し可能です 

ので、読みたい本/興味が 

ある本があれば切り取って 

お持ち帰りください。 

なお、スマホや学外から電 

子書籍を利用する際は「学 

認でサインイン」を選択し、 

学内アカウントの ID・パス 

ワードを入力してご利用ください。 

「2025 前期ブックハンティング」 選出本を 

展示しています 

５月２１日（水）、京都丸善本店にて前期ブックハンティング

（選書ツアー）が開催されました。 

参加は 4 名と小人数でしたが、 

バラエティー豊かな本が選ばれ 

ています。１０月６日（月）まで 

1 階渡り廊下新着図書の隣で 

展示しています。 

どなたでも自由に借りられます 

ので、是非ご利用ください！ 

今月の逸品（7～9 月） 

『旧大丸京都の壁石』 

展示場所：附属図書館 

アンモナイトの化石

夏季休暇に伴う長期貸出について 

学部生：７月２３日（水）～９月２２日（月） 

院生・教職員：７月９日（水）～９月９日（火） 

【返却期限日】１０月８日（水）  

※卒業・修了予定者は９月１０日（水）まで 

 

９月卒業・修了生の貸出期限の延長について 

202５年９月末で本学を修了する予定の方（科目等履修生・

研究生・特別聴講生を含む）は、貸出期限、および返却期限

日が９月１０日（水）になっています。資料を借りている方は、

忘れずに返却してください。 

ただし、９月１１日（木）以降も貸出を希望される場合は、所定

の手続きで、９月３０日（火）まで貸出延長できます。カウンタ

ーでお尋ねください。 

図書館への入館・閲覧については手続き不要で、９月３０日

（火）まで利用可能です。 

図書館サービスやイベント 

などをお知らせし、図書館の 

魅力を発信するため、公式 Instagram を開設しました。 

アカウント名称：京都教育大学附属図書館 

ユーザーネーム：@kyotokyoikuunivlib 

←ぜひフォローをよろしくお願いします  

【９月の開館日時】 

１日(月)、８日（月）、２２日（月）、２９日（月） 14：00～17：00 

収蔵品を出品しています 

京都の大学ミュージアム特集 5 

「大学の宝物２０２５夏」 

京都市勧業館みやこめっせ地下１階

WEST SQUARE Window Gallery 

７月２６日（土）〜９月７日（日） 

前回の展示

好評開催中！ 

第１３回京都・大学ミュージアム

連携 スタンプラリー 

８月３０日（土）～２０２６年３月

１６日（月） 

※本学は連携参加大学です 



 

開館日程 □9:00-20:00 ■9:00-17:00 ■10:00-17:00  

9:00-２１:00  ■休館(CLOSED) 

 

 

 

 

 

 

 

 

●京都教育大学附属図書館ホームページ 
https://www.kyokyo-u.ac.jp/library/ 

                    （QR ｺｰﾄﾞ→）  

  

 

 
  

 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

   

 
 
  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領では、学力の一つの側面として「学びに向かう力」が示されています。これは非認知能力（社会・

情動スキル）に近接したものであり、これからの予測困難な時代を生きるために大切な力として、国際的にも注目

されています。そして、このような力は子どもたちだけでなく、子どもたちの教育を担う教師にとっても必要である

と考えられます。 

このような観点から、本論文では、教員養成課程の大学生を対象に、非認知能力を支える認知機能である「実

行機能（情報の操作、選択、抑制、管理に関わる力）」に注目し、それらと教育実習との関係について検討しまし

た。前報（京都教育大学紀要 144 号）では教育実習前の調査を分析しましたが、今回は実習の前半を終えた段

階での調査を行いました。対象学生にはチェックリストを用いて自身の実行機能の特徴を把握させ、そのうえで

実習の成果について答えてもらいました。 

統計的分析の結果、教師効力感と授業力に関する自己評価は、実習前の予想より向上していました。特に、効

率的かつ柔軟に物事を処理する力や、作業を手際よく行う力が、自己評価の向上に寄与していました。さらに、テ

キストマイニングによる記述分析では、実行機能の特徴を踏まえつつ、実習経験を通じて具体的な教育実践に関

する記述が増えていました。これらの結果から、大学生が自分の認知的個性を手がかりに、実習を通して変化や

成長を実感していることが示されました。 

京教図書館 News No.３００ （２０２５年９月号） 

発行日：２０２５年９月１日 

編集発行：京都教育大学附属図書館 

問い合わせ先：library@kyokyo-u.ac.jp 

京都教育大学紀要（大学発行の学術雑誌）に掲載された論文を、 

執筆した先生本人にご紹介いただくコーナーです。 

今回の執筆者 田爪 宏二（教育学科 教授） 

教員養成課程の大学生における実行機能の個性を踏まえた教育

実習に対する自己評価の特徴 ：教育実習前半終了時の調査から 
 

田爪 宏二・森田 健宏 

京都教育大学紀要 2025, No.14６, pp. ８３-９８ 

URI:http://hdl.handle.net/20.500.12176/９９3９ 

論のくちび理のむすび 

※本タイトルの論文は京都教育大学紀要１４６号に掲載されています。 

※京都教育大学リポジトリ「クエリ（KUERe）の森」https://ir.kyokyo-u.ac.jp/ に掲載されています。 

※開館日程につきましては、変更となる場合がございますのでホームページを

ご確認ください。 

9/3 館内整理日 10/1 後期授業開始 
10/18 大学院入試 


